
平成28年10月 土木工事積算基準等正誤表

区 分 頁・行 誤 正 備 考

共通編 105
仮設工
仮設-69
(175)

105
仮設工
仮設-70
(176)



平成28年10月 土木工事積算基準等正誤表

区 分 頁・行 誤 正 備 考

共通編 105
仮設工
仮設-72
(178)



平成28年10月 土木工事積算基準等正誤表

区 分 頁・行 誤 正 備 考

河川編 203
砂防工
砂-19
(465)

203
砂防工
砂-20
(466)



平成28年10月 土木工事積算基準等正誤表

区 分 頁・行 誤 正 備 考

河川編 204
斜面対策工

斜-17
(487)



仮設 － 69

105-330-03 工事区域内除雪（平面部）

施工単価コード ＤＸ０８１１２０

表2.3 工事区域内除雪歩掛（平面部） (１０００ｍ2当り）

除 雪 深
名 称 規 格 単位 除 雪 面 積

５ｃｍ以上
６０ｃｍ以下

排出ガス対策型(第２次基準値) ２５００ｍ2未満 ０.３２
ホイールローダ

山積み１.３～１.４ｍ3 日 ２５００ｍ2以上
運 転 ０.１３

(バケット) ５０００ｍ2以下

（注）１．上表は工事区域内で雪が作業の支障となる場合の除雪の内、平面部除雪の場合のみ適用する。

２．除雪回数の積上げについては、必要回数を計上する。

３．上表により難い場合は別途考慮する。

４．除雪深が範囲を超えている場合は、補正係数（積雪深補正）をかけて積算する。（例参照）

５．対象面積の適用範囲が超えている場合はセット数を増やす。

例１）除雪面積が２５００ｍ2未満、対象積雪深が８０ｃｍの場合の補正係数は、

８０ｃｍ／６０ｃｍ＝１.３３………補正係数

除雪面積２５００ｍ2未満のホイールローダ運転（０.３２日）に補正係数（１.３３）を乗じ、

（０.４３日）とする。

※補正係数及び補正後の歩掛値（運転日数）は小数第２位までとし、小数第３位を四捨五入する。

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用



仮設 － 70

105-330-04 工事区域内除雪（作工物周辺・法面部）

施工単価コード ＤＸ０８１１２０

表2.4 工事区域内除雪歩掛（作工物周辺・法面部） (１０００ｍ2当り）

名 称 規 格 単位 除 雪 面 積 数 量

５００ｍ2未満 ５.１
排出ガス対策型(第２次基準値)

５００ｍ2以上 ３.６バックホウ運転 クローラ型山積０.８ｍ3 ｈ １０００ｍ2未満

（平積０.６ｍ3) １０００ｍ2以上 ２.２４０００ｍ2以下

（注）１．除雪深が６０cｍ以下の除雪に適用する。

２．上表は工事区域内で雪が作業の支障となる場合の除雪の内、作工物周辺・法面部除雪の場合

のみ適用する。

３．除雪回数の積上げについては、必要回数を計上する。

４．上表により難い場合は別途考慮する。

５．なお、機械除雪が困難な場合は人力除雪とする。

６．除雪深が範囲を超えている場合は、補正係数（積雪深補正）をかけて積算する。（例参照）

７．対象面積の適用範囲が超えている場合はセット数を増やす。

例）除雪面積が５００ｍ2未満、対象積雪深が８０cｍの場合の補正係数は、

８０cｍ／６０cｍ＝１.３３………補正係数

除雪面積５００ｍ2未満のバックホウ運転時間（５.１ｈ）に補正係数（１.３３）を乗じ、

（６.７８ｈ）とする。

※補正係数及び補正後の歩掛値（運転時間）は小数第２位までとし、小数第３位を四捨五入する。

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用



仮設 － 72

表2.6 ダンプトラック１台分の運搬姿量

項 目
ｑｔ（ｍ3） 摘 要

規 格

１０ｔ積級 ９.６ 荷箱容量７ｍ3を標準

表2.7 密度変化率（ｆ）

積雪姿密度（ｋｇ／ｍ3） 積 雪 初 期 最深積雪期 融 雪 期 融雪最盛期

積込機種 ２００ ３００ ４００ ５００

ホイールローダ積込 １.７ １.５ １.３ １.１

※ バックホウ積込の場合のｆも上表による。

（２）運搬路の適用区分

運搬路の適用区分については、「102-403-04 すき取り土運搬」による。

※補正係数及び補正後の歩掛値（運転時間）は小数第２位までとし、小数第３位を四捨五入する。

105-330-06 凍結防止剤人力散布

施工単価コード ＷＢ４６０１９０

凍結防止剤の散布を人力で行う歩掛は、次表を標準とする。

表2.8 凍結防止剤人力散布歩掛 （１ｔ当り）

名 称 規 格 単 位 数量

普 通 作 業 員 人 ６.７

ト ラ ッ ク 運 転 ２ｔ積級 日 １

（注）１．凍結防止剤の散布量は２０ｇ／ｍ2を標準とする。

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用



砂 － 19

(２) 付 属 機 械

バイブロハンマの付属機械の機種、規格は、次表を標準とするが現場条件によりこれにより難い場合は、

別途考慮することができる。

表3.3 付属機械の機種・規格

バイブロハンマ規格 油 圧 式 バ イ ブ ロ ハ ン マ

機 種 排 出 ガ ス 対 策 型 （ 第 ２ 次 基 準 値 ）

２３５ｋｗ（３２０ＰＳ）

油圧駆動式ウィンチ・ラチスジブ型 ５０～５５ｔ吊
ク ロ ー ラ ク レ ー ン

排出ガス対策型（第１次基準値）

（注） 現場条件により濁水処理が必要な場合は、別途積算する。

４．日当り施工枚数

油圧式バイブロ（振り子式）ハンマ施工の１日当り打込み枚数（Ｎ）は、次表による。

表4.1 日当り施工枚数（Ｎ） ［枚／日］

形 式
ハット形鋼矢板（１０Ｈ型・２５Ｈ型）

打込長(ｍ)

４ｍ以下 ３０

（注）１．施工枚数には、導材（ガイド）の施工手間が含まれている。

２．継ぎ施工が必要な場合、施工枚数（Ｎ）は別途考慮する。

５．諸 雑 費

諸雑費は、溶接棒、導材(ガイド)損料、電気溶接機損料に関する経費(配管バンド及び溶接棒、電気溶接機

損料)現場内小運搬に関する経費、電力に関する経費等の費用であり、労務費、機械損料及び運転経費の合計

額に下表の率を乗じた金額を計上する。

表5.1 諸雑費率 （％）

諸 雑 費 率 ２

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用



砂 － 20

６．施工歩掛

ハット形鋼矢板打込

表6.1 ハット形鋼矢板打設歩掛 （１０枚当り）

名 称 規 格 単位 数 量

土 木 一 般 世 話 役 人 ０．３３

と び 工 〃 ０．６６

普 通 作 業 員 〃 ０．３３

バイブロハンマ杭打機運転 日 ０．３３

諸 雑 費 ％ ２

計

７．単価表

施工単価コード ＤＸ０２４８４０

運転１日当り単価表

油 圧 式 バ イ ブ ロ ハ ン マ 杭 打 機
機械名

排 出 ガ ス 対 策 型 （ 第 ２ 次 基 準 値 ）

名 称 ２３５ｋｗ(３２０ＰＳ)

規 格 油圧駆動式ウィンチ・ラチスジブ型５０～５５ｔ吊

排出ガス対策型（第１次基準値）

運 転 手 （ 特 殊 ） 人 １．０

軽 油 ç ２８５

バイブロハンマ損料 供用日 １．２０

クローラクレーン損料 供用日 １．２０

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用



斜- 17

(４) やぐらの設置・撤去単価表（索道使用の場合） （１基１回当り）

施工単価コード ＷＢ２３０８２０

名 称 規 格 単位 数 量 摘 要

土 木 一 般 世 話 役 人 表8.2

と び 工 〃 〃

特 殊 作 業 員 〃 〃

普 通 作 業 員 〃 〃

単胴開放式・巻上能力
ウ イ ン チ 運 転 日 〃

２.８ｔ×３０ｍ／ｍｉｎ

ディーゼルエンジン駆動
発 動 発 電 機 ７５ｋＶＡ 〃 〃

排出ガス対策型（第１次基準
値）

計

(６) 機械運転単価表

施工単価コード ＷＫ２３０１３０

（１日当り）

大口径ボーリングマシン
名 称 単 位

（図4-2による）

機 械 損 料 供用日 １.２８

（注）１．発動発電機を標準とする。

２．運転歩掛は、施工歩掛に含まれている。

７.５～７.６ｍ3／ｍｉｎ 施工単価コード ＷＫ２３０１４０

１８～１９ｍ3／ｍｉｎ 施工単価コード ＷＫ２３０１５０

（１日当り）

空 気 圧 縮 機
名 称 単 位

可搬式スクリューエンジン掛
排出ガス対策型（第１次基準値）

７.５～７.６ｍ3／ｍｉｎ １８～１９ｍ3／ｍｉｎ

軽 油 ℓ ６２ １４６

機 械 賃 料 供用日 １.３３ １.３３

（注）運転歩掛は、施工歩掛に含まれている。

ダウンザホールハンマ 施工単価コード ＤＸ０６２８１０

ウィンチ（やぐら設置・撤去用） 施工単価コード ＷＫ２３０１９０

（１日当り）

ダウンザホールハンマ ウィンチ（やぐら設置・撤去用）

名 称 単位 単胴開放式
表4.3による

巻上能力 ２.８ｔ×３０ｍ／ｍｉｎ

機 械 損 料 供用日 １.３７ １.５５

（注）運転歩掛は、施工歩掛に含まれている。

DHNKAN_VS02
テキストボックス
平成２８年１０月１日以降積算基準日適用


